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２）フロベールの作のうち FLAUBERT Œuvres de jeunesse,BIBLIOTTHE`QUE
 
DE LA PLÉIADE, nrf, Gallimard, 2001に収録された作品についてはこれか
ら引用し、この巻の略号をOJ.とする。この巻に抄録されていない作品に関し























































































月。ギリシア神話に関しては：PIERRE GRIMAL, DICTIONNAIRE DE
 
LA MYTHOLOGIE GRECQUE ET ROMAINE, PRESSES UNIVER-




































「「Lies in Scarlet」の言 /―Arthur Hallwell Donovan―」には次のようにあ
る―「もしプラトニック・ラヴと云うものがあったら、自分は必人間より馬に
惚れたのに相違ない」。
26）「トーテムとタブー」、既出、168頁。 なお「目潰し（独Blendung）」は新訳
の方が適切であろう。
27）「母はすでに、子どもの性的興奮が自分に向けられていることをよく理解して
いる。いつからか母は、これをそのままにしておくのは正しくないと意識する
ようになる。母は、子どもが自分の性器を手で弄ぶのを禁止するのが正しいと
思う。この禁止はあまり功を奏せず、せいぜいのところ、子どもが自分を満足
させるやり方が変わる程度のことしかもたらさない。ついに母はもっとも容赦
ない手段に訴え出て、彼が反抗に用いている当のものを切断してしまうと脅す。
通常母は、この脅しがより恐ろしく本当らしいものとなるように、脅しの実行
を父に委ねる。母は父にいいつけ、父は男性器を切り取るだろう、というわけ
である。不思議なことに、この脅しは、この前後に他の条件もさらに加わった
ときにのみ、有効に働く。〔略〕彼は、去勢コンプレクスの影響下にはいるこ
とにより、年少期における最大の外傷を体験する（「精神分析概説」、『フロイ
ト全集22』,岩波書店, 2007年、230-231頁）」。cf.拙論「「赤と黒」のジュリア
ンの首 ―スタンダールのフェティシスム―」、『人文論叢36号』、京都女子大
学人文・社会学会発行、1988年、32-34頁。
28）特に次を参照した：高宮檀、『芥川龍之介の愛した女性』、彩流社、2006年。
29）すぐ念頭に浮かぶのは実母と狐だろう。犬に関しては、「淑図志異」の（魔魅
及天狗 ５）に、わが父幼き頃の物語として、人見孫兵エという役人が城から
帰り、茶をすすめる妻を見ると顔が犬だったので斬ると妻に戻った話が見える。
芥川は、未定稿の「犬（仮）」で、人見孫兵衛という者が帰宅すると出迎えた
妻の顔が獣なので斬ったと、「淑図志異」の話をほぼ原型のまま載せている。
妻も妖犬となりうる。
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